






爽やかな柑橘の香りがする「柑味鮎」

















山口大学は，長州藩士・上田鳳陽により

創設された「山口講堂」をルーツとし、明治・

大正期の学制を経て、1949年に地域に

おける高等教育および学問研究の中核たる

新制大学として創設されました。来る

2015年（平成27年）には創基200周年を

迎えます。山口大学は，地域に根ざした大学

として、さらなる充実と飛躍を期し、次なる

100年をより有意義なものにするための

記念事業を計画しています。
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ht tp://www.yamaguchi200. jp/創基200周年の詳細はここでCHECK! >>

山口大学の過去と現在の姿を比較しながら、200年の歴史を振り返ります。

バック・トゥ・ザ・パスト

創基200周年NEWS2014年度

山口大学では、200年の歴史を多くの皆様に伝えるための講演会，
シンポジウム、また、地域のニーズに合わせた様々な行事，
学生の企画によるイベント等の各種記念事業などを実施します。
ここでは、それら創基200周年に関連した最新ニュースを紹介していきます。

山口大学
キャラクター
「ヤマミィ」

創基200周年記念 第3回基幹シンポジウム開催

昭和41年頃、建築中の農学部から見た景色です。写真中央には平清水八幡宮の石の鳥居
があります。その右側に見える長屋は農学部教員官舎で、牛が放牧されていました。山口
大学を囲む道路もはっきりとは分かりません。現在そこには国際交流会館が建っています。
奥に見える山の稜線はそのままですが、麓には高速道路が走っています。大学移転以降、
山口市でも有数の人口増加地区で、宅地が広がり、当時の面影は分からなくなっています。
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吉田キャンパス 農場跡
［昭和41年］

平成25年11月30日（土）、山口大学常盤
キャンパスにおいて、創基200周年第3回
基幹シンポジウムが開催されました。
今回のシンポジウムのテーマは、「山口大学
創基200周年を広く地域に発信し、ともに
盛り上げていく」で、学外からも多くの方々
に参加していただき、時代の「節目」につい
て考えることとしました。
特別講演では、建築家の隈研吾氏による

「場所の力」と題して、東日本大震災において災害から難を逃れた昔からの集落、建物を
例に、「東日本大震災で、その場所の歴史や地形の特性を無視し、現代の経済成長を前提
とした都市づくりは脆弱である
という自然からのメッセージを
受け取った。これからは、場所が
もつ力、意味について考える時
代である。」と力説されました。
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